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甑穴は塙かめ洲孟崩と仙嚇れ堵鑑記録たれた閂樹形の穴である

ふつう下方便麓作用の旺盛猿急流滝な婆の濁脚ζできるこ差が多い

が灘門村近のものはこ扱秘嚢藪渡のカで籍須海崖紀生じ次例である

鏑蔓紀臓の安凶砦凝炊鏑礫岩からなる海食倉上にみら叔るその均整の

とれ花形と観列は護るで人エ約1こつくられ次かのよう怠感じ壷うける

謝虻れも海稜炸剃は硝撚の造影なのである.鍛翻岩盤にあつ

た小窓匁翻飢資や病礫秘えぐ蔓皇ら派定跡の鰯み1こ過ぎなかり花もの

が銭醸帥椴で回転遼鋤を狩触･次鍬こ岩を削薦し恕彪めごのよう

にみごと恋嚢脈に成長し淀ので怒る.溝灘恋氷を透して穴二の遼1書こ筑く

なった数傾の瀞片が認められる､これがい星)ばボｰルミルの正体であ

る(盛谷摺之)�


